（様式2）
（本人記入）→指導教員に提出→（指導教員の所見欄を記入；指導教員）→研究企画課に提出


同志社大学大学院博士後期課程若手研究者育成フェローシップ制度
活動報告書（2021年度）
記入日：20xx年x月ｘ日
	学生ＩＤ
	

	所　属
	
	研究科
	
	専攻

	氏　名
	


· JGRADを最新の情報に登録・更新している。

日本学術振興会特別研究員　応募状況※記入方法：
赤字は記入例です。削除して自身の計画・実績を記入してください。
・提出時には本記載指示も削除してください。
・「JGRADを最新の情報に登録・更新している。」のチェック欄にチェックを入れてください。



2021年度　採用・不採用（審査結果：二次・A・B・C）
2022年度　採用・不採用（審査結果：二次・A・B・C）
2023年度　採用・不採用（審査結果：二次・A・B・C）

アドバンスト・リベラルアーツ科目群　履修状況
※次年度以降の履修計画も含めて記載してください。表の行は適宜追加してください
	履修科目
	受講年度（計画も含む）

	必修
	①Capacity Development for Coexistence and Cooperative Works
もしくはGroup Work Practice I (Multi-perspective approach on complex problems)
	20xx年度秋学期（予定）

	
	②セルフアウエアネス（コーチング入門）
	20xx年度秋学期

	
	③フューチャーデザイン演習
	20xx年度秋学期

	選択
	GRM: Introductory Global Studies
	20xx年度春学期

	
	
	

	
	
	



研究力向上プログラム　取組状況
※フェローシップ支給対象学生向けに案内する研究力向上プログラムへの取り組み状況を記載してください。表の行は適宜追加してください
	プログラム
	時期

	Nature Masterclasses（Scientific Writing and Publishing）
	20xx年x月～20xx年x月

	Nature Masterclasses（Effective Collaboration in Research）
	20xx年x月～20xx年x月

	ｘｘｘｘプログラム
	20xx年x月x日

	
	



キャリア形成支援プログラム（キャリア形成ガイダンス、企業交流会等）　取組状況
※フェローシップ支給対象学生向けに案内するキャリア形成支援プログラムへの取り組み状況を記載してください。表の行は適宜追加してください
	プログラム
	時期

	キャリア形成ガイダンス
	20xx年x月x日

	ｘｘｘｘプログラム
	20xx年x月x日～x月x日

	
	

	
	




論文・著書・学会発表、受賞等（自由記述）
※成果物（論文等）は、それらを同定するに十分な情報を記入してください。
（例）学術論文（査読の有無を明らかにしてください。査読のある場合、採録決定済のものに限ります。）
著者、題名、掲載誌名、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年を記載してください。
（例) 研究発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を明らかにしてください。）
著者、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載してください。
（発表予定のものは除く。ただし、発表申し込みが受理されたものは記載してもよい。）


研究の進捗状況（自由記述）
※研究計画に対する進捗状況、計画通り進んでいない場合はその要因と今後のリカバリ策などを記載してください。


キャリア形成に向けた取り組み状況（自由記述）
※どのような進路を目指しているのか、それに向けての活動状況（例：〇〇研究室を訪問した、インターネットでｘｘｘに関する研究者の採用情報を調査中、まだ何も実施していない）などを記載してください。




指導教員 各位
令和●年3月
同志社大学大学院博士後期課程若手研究者育成
フェローシップ制度に関する運営委員会
委員長　野口範子

活動報告書の記載内容を踏まえ、フェローシップ支給対象学生の研究の進捗状況、研究力向上やキャリア形成に関わる活動等に関して「所見」の記入をお願いいたします。
なお、記入後は、本人には返却せず、研究企画課（ji-knkak@mail.doshisha.ac.jp）まで電子メールにて提出をお願いいたします。

指導教員の所見
指導教員氏名：〇〇　〇〇
（所見）
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